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た（週齢中央値：32 週）。まず標本を 30および 35cm径の円筒状容器に入れ標本を動かな
いように固定した後に 5%ホルマリン溶液で容器を満たし、CT撮影を行った。 
CT装置は、64列 CT(GE社製 LightSpeed 64 VCT)を使用した。現在の広島大学病院におけ
る胎児 CT撮影条件は、管電圧 100kVp、最大管電流 600mAであるため、管電圧は 100kVpに
固定し、管電流は 600mAを基準として段階的に 600・300・150・100・50mAと下げて胎児標
本の撮影を行った。管電流 300mA以下では、IRの強度を 0、30、60、90％と変化させて使








瞭、1点：骨の描出なし。総合点は最高で 15点、最低で 5点。管電流 600mA の画像を基準
として、Steelの多重比較検定を実施した。 
30cm容器での胎児被曝線量は、管電流 600mAで 10.15mGyであり、これを 100％とした相
対値は、300mA-51%、150mA-25%、100ｍA-17%、50mA-9%であった。35cm容器での胎児被曝







に低下した(30cm径 IR 30%, 60%, 90%  300mA: p=1.00,1.00,1.00, 150mA: 
p=0.08,0.16,0.77, 100mA: p<0.01, p=0.04,0.08, 50mA: p<0.01,<0.01,<0.01)(35cm径 IR 
30%, 60%, 90%  300mA: p=1.00,1.00,1.00, 150mA: p=0.08,0.16,0.49, 100mA: 
p<0.01,<0.01,p=0.08, 50mA: p<0.01,<0.01,<0.01)。 












本論文が著者に博士  (医学)の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
